
48 49

2　
お
お
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

[2
01

5-
20

18
]

　たまり BAR では、近所の工場の方
やくりらぼの運営に関わる方、町工
BAR の帰りに立ち寄った方、くりら
ぼ多摩川の前をたまたま通りかかった
方など、様々な人々が集まり、楽しく
飲み語らって時間と空間を共有してい
る。たまり BAR を運営する側として
も、サービスする側・される側を明確

に区別せずに、一緒にお酒やおつまみ、
小話を楽しむように心がけている。そ
ういったゆるい関係性が、自然と交流
が生まれる雰囲気を作り出している。
何か新しいことをしたい人同士が新し
く繋がれる場を作ることが、たまり
BAR としての役割である。今後開催
頻度を増やすことも検討されている。

　たまり BAR のオープンは夕方 17
時。工場棟で開催される町工 BAR は
18 時開演のため、町工 BAR に訪れ
た人にウェイティングバーとして利
用してもらうことを狙っている。ま
た、町工 BAR が終わった後のアフ
ターバーとしての役割も大きく、町工
BAR では話す側と聞く側だった人々
が、隣同士で座りながら他愛のない会
話を楽しむ姿もよく見られる。

　酒場 (BAR) としてだけではなく、
様々な人が交流・情報交換できる場と
してくりらぼ多摩川の事務所棟にオー
プンされたバー。2018 年 4 月に試
験的に実施され、その後町工 BAR の
開催に併せて隔月で開催されている。
くりらぼ多摩川の活動に協力的なサラ
リーマン脇行雄氏をリーダーに、学生
を含むメンバーがバーテンダーに扮
し、毎回違ったテーマでのお酒やおつ
まみ、ちょっとした小話を提供する。
会費は特に設定しておらず、「お気持
ち料」として、自分が満足した分の代
金を「くりらぼ多摩川基金」に投げ銭
してもらうシステムで経費を賄う。

自然と交流の生まれる空間

町工 BAR のウェイティングバー・アフターバーとしても

たまり場？多摩リバー？
「たまり BAR」！！

たまり BAR の様子

町工 BAR とたまり BAR の関係

これまで開かれたたまり BAR の内容一覧

一緒に飲み語らうことが交流のきっかけに

プレオープン (2018/4/21) にてお客さんの
投票により決定したたまり BAR のロゴ
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　「町工 BAR」とは、ゲストに町工場
の社長や職人、モノづくりのまちづく
りに関わる方を講師にお招きして、モ
ノづくりやまちへの想いを、お酒を嗜
みながらお伺いするイベントである。
一般社団法人大田観光協会とくりらぼ
多摩川の共催で企画され、くりらぼ
多摩川工場棟を会場として定員 20 名
で実施されている。また、2018 年 4
月からは、後述の「たまり BAR」（場
所：くりらぼ多摩川事務所棟）と同時
開催されている。2019 年 2 月現在、
開催回数は 27 回を数える。2017 年
度以降に開催されたテーマをみてみる
と、第 24 回では、町工場の最前線で
活躍されている若手の職人をお招き
し、町工場の将来について聴衆と議論
を重ねた。最近では製造業以外の方を
お招きする機会も多く、第 18 回では

映画のまちとして名高い蒲田の映画文
化について蒲田図書館長の三橋氏から
ご講演頂いた。その他、第 21 回では
くりらぼ多摩川に隣接する新田神社の
宮司である品川氏に、第 23 回には沿
線事業者の東急電鉄の平江氏、第 26
回には東急プラザ蒲田総支配人の城間
氏にご講演頂くなど、大田区のまちづ
くりに関する講演が数多く実施されて
いる。さらに、第 19 回、20 回、25
回では大田区を舞台にクリエイターと
して活躍されているゲストにご講演頂
いている。講演と合わせて作品展示や
演奏会が実施され、町工場とのコラボ
レーションによって生まれた作品や音
楽に多くの聴衆が魅了されるなど、モ
ノづくりのまちづくりの幅広いネット
ワークを感じられるイベントとして人
気を博している。

vol トークテーマ ゲスト 開催日
1 モノづくりの魅力〜音楽とつながる ?! 〜 小宮祐樹氏 ( ㈲いわき精機製作所 ) 2014/2/26
2 下町ボブスレーのネットワークから新たな取り組みへ 横田信一郎氏 ( ㈱ナイトペイジャー ) 2014/3/26
3 夢を詰めた缶詰の魅力 谷内啓二氏 ( ㈲谷啓製作所 ) 2014/4/23
4「下町ボブスレー」にかける想い 細貝淳一氏（㈱マテリアル） 2014/5/28
5 レンズから見た蒲田切子 森谷修氏（写真家）、鍋谷孝氏（グラスフォレスト） 2014/6/27
6 アイデアが出るまで 高田栄一氏（高田玩具）、鍋谷孝氏（グラスフォレスト） 2014/7/25
7 モノづくりの原点　夢とひらめき 西村英雄氏（一栄化学㈱） 2014/8/27
8 大田区の「仲間回し」って？？ 平本叔之氏（プレシジョンファクトリー㈱） 2014/9/30
9「町工場」へのこだわり 福富善大氏（㈲安久工機） 2015/1/28

10 町工場三代目は夢いっぱい～技術と心の襷渡し～ 大野和明氏（㈲大野精機） 2015/2/25
11 大田の新人職人奮闘記 増田翔平氏（㈱アイエヌジー） 2015/3/18
12 大田のフライパン伝説 遠藤元晴氏（㈱多摩川鈑金工業所、小川健一氏（シナノ産業㈱）、北嶋隆之

氏（㈱北島絞製作所）、波田野哲二氏（㈲共栄溶接）
2015/4/22

13 親子で作ってきた町工場 柏良光氏（㈲カシワミルボーラ） 2015/8/26
14 町工場から上場企業となった「イナバ」の強みとは？ 多田一志氏（㈱稲葉製作所） 2015/12/2
15 映像で振り返るおおたオープンファクトリー 岡村祐氏（首都大学東京） 2016/8/27
16 モノづくりのまちで創造する 田中幹氏（ART FACTORY 城南島）、茨田禎之氏（カマタ _ ブリッヂ）、

伊藤悠氏（BUCKLE KOBO）
2016/10/29

17 小関智弘さんが語る、大田の町工場 小関智弘氏（ノンフィクション作家） 2017/3/11
18 流行は蒲田から。松竹キネマの時代とトイフィルム 三橋昭氏（蒲田図書館館長） 2017/6/24
19 多摩川オープンアトリエ×おおたオープンファクトリー 

循環する鉄
フクマカズエ氏（Hasu no hana）、長坂絵夢氏（鉄アーティスト）、伊藤
由博氏（㈲伊藤精機）

2017/10/28

20 製作者と奏者、生み出す世界 園部良氏（ハンドパン製作者）、峯モトタカオ氏（ハンドパン奏者） 2017/11/29
21 新田神社の歴史と武蔵新田の今昔 品川宗久氏（新田神社 宮司） 2018/2/24
22 妖精の輝き～オードリー・ヘップバーンの生涯～ 岡茂光氏（蒲田映画祭プロデューサー） 2018/4/21
23 田園都市株式会社創立 100 周年をテーマとしたブラン

ドプロモーション
平江良成氏（東京急行電鉄㈱） 2018/6/30

24 工場男子 × 工場女子 ファインダーを通してみる若い職
人たち

波田野哲二氏（㈲共栄溶接）、緑川玲子氏（㈱三陽機械製作所）、神谷圭祐
氏（横浜国立大学）

2018/8/25

25 音楽と映像に織り込まれた町工場への想い INDUSTRIAL JP（supported by 電通 B チーム） 2018/10/27
26 これまでの「50」年と、これからの「50」年～「Shopping 

Center」から「Sharing Community」へ～
城間剛氏（東急プラザ蒲田 総支配人） 2018/12/22

27 クラフトビールで創る大田の都市伝説 大屋幸子氏（㈲大鵬・羽田バル） 2019/2/23

これまでに開かれた町工 BAR の企画一覧

東急電鉄による講演の様子
( 第 23 回町工 BAR)

クリエイターによるハンドパンの演奏と講
演の様子 ( 第 20 回町工 BAR)

提供おつまみ 小話テーマ 開催日
プレ OPEN 闇お好み焼き たまり BAR ロゴ決め 2018/4/21

第１回 ホットプレートで作れるおつまみ 東京看板彩集トーク 2018/6/30
第２回 夏野菜を使った冷たいおつまみ 東京ドローン研究会トーク 2018/8/25
第３回 おでん 町工 BAR 出張 2018/10/27
第４回 チーズフォンデュ - 2018/12/22
第５回 缶詰食べ比べ - 2019/2/23

町工 BAR ＠工場棟 たまり BAR ＠事務所棟




